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ねんりんピック岐阜2020開催記念

月刊 ねんりんピック

第３回 ペタンク競技について ①

ペタンクは、1910年に南フランスのマルセイユ近郊の港町ラ・シオタ（LaCiotat）で生まれたボール

スポーツです。「プロヴァンサル」という助走をつけて投球するゲームが、全員が同じ場所から投球するよ

うになり、「ピエ・タンケ（「両足を揃える」の意）」から「ペタンク」と呼ばれるようになったと言われていま

す。もともと、ヨーロッパでは「ブール」と呼ばれるボール競技が何世紀にもわたって親しまれてきており、

ペタンクは「ブール」の変形といわれています。

フランスでは500万人以上が競技を楽しんでおり､そのうち40万人がペタンクのライセンスを持ち、さ

まざまな大会に参加しています。

日本では1970年に日本で最初のペタンク普及団体「日本ボンボール協会」が設立され、全国各地で行

われるようになりました。特に、高齢者の軽スポーツとして盛んに行われており、町内でも老人クラブの

健康づくり・仲間づくり活動としてプレーされています。

ペタンクの歴史 ～フランス生まれのスポーツ～

○次月はペタンク競技のルールについて掲載予定

ブールの風景

提供：公益社団法人日本ペタンク・ブール連盟

「養老町ねんりんピックＨＰ」


